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Paving the Way to Reinvention

● 当期（2009年3月期）の業績について
　当期第2四半期決算発表の時点で、当期の業績

について売上高7,950億円、営業利益350億円と

いう見通しを発表しましたが、第3四半期以降、電

子機器の需要が急減し電子部品の受注が減少しま

した。この需要低迷は長期化するとの認識に立ち、

構造改革を断行し事業体質の改善を図るとともに、

積極的に生産調整を行い在庫の適正化を進めてま

いりました。当期は過剰流動性が一気に反転し、

世界経済のパラダイムシフトが決定的となった事

業年度でした。

（左）
代表取締役会長
澤部　肇

（右）
代表取締役社長
上釜　健宏

　この結果、EPCOS AGとその子会社（以下、

EPCOSグループ）の下期6ヶ月分の業績を含め、

当期の売上高は前期比16.0%減少の7,274億円

となりました。また、事業体質改善を図るため380

億円の構造改革費用を計上したこともあり、543

億5百万円の営業損失（前期は871億75百万円の

営業利益）となりました。さらに、イメーション株

式会社の株式評価減174億円を計上したこと等に

より、631億60百万円の当期純損失（前期は714

億61百万円の当期純利益）となりました。
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連結財務ハイライト

単位：百万円
（1株当たり金額を除く）

単位：千米ドル
（1株当たり金額を除く）

3月31日に終了した1年間及び3月31日現在 2009 2008 2009 増減率（%）

営業実績
売上高 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ¥  727,400 866,285 $ 7,422,449 –16.0
　電子材料   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 145,111 200,101 1,480,724 –27.5
　電子デバイス   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166,164 209,089 1,695,551 –20.5
　記録デバイス   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 247,233 334,734 2,522,786 –26.1
　その他 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168,892 122,361 1,723,388 38.0
　（海外売上高） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 610,944 714,172 6,234,122 –14.5
当期純利益（損失） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (63,160) 71,461 (644,490) –
1株当たり当期純利益（損失）
　（基本） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (489.71) 551.72 (5.00)
　（希薄化後）   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (489.71) 551.19 (5.00)
1株当たり配当金   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 130.00 130.00 1.33

財務の状況
資産合計 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ¥1,101,036 935,533 $11,235,061 17.7
資本合計 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 554,218 716,577 5,655,286 –22.7
一年以内返済予定分を除く長期借入債務   . . . . . . . . . . 210,083 152 2,143,704 –

業績指標
海外生産比率 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 74.0% 70.1
売上総利益率 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16.7 26.6
営業利益率   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (7.5) 10.1
株主資本利益率（ROE）   . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (9.9) 9.7
株価収益率（PER） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . – 10.7

注記： 1. 従来表記の記録メディアをその他に組み入れて開示しています。
 2. 米ドルの金額は便宜上、1米ドル98円で換算しています。
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る関係にあり、EPCOSグループを当社グループ

に取り込むことにより、一層強固な受動部品事業

の基盤を作る所存です。

● 環境関連商品への注力
　当社グループは電子素材部品メーカーとして当

社製品の価値向上のため、VA（価値分析）やVE

（価値工学）を積極的に取り入れ、独創性のある製

品を適時に適切な価格でお客様に提供してまいり

ます。特に、セット製品（最終財）の省エネルギー

等に貢献できる環境関連の製品は今後も成長が期

待できますので、特長ある製品を創出してまいり

ます。具体的な取り組みとしては、ハイブリッドカー

向け、小型・軽量・高効率の「DC-DCコンバータ」

の開発事例を挙げることができます。DC-DCコ

ンバータはハイブリッドカーでは必要不可欠の直

流電圧変換装置であり、当社は重量を従来の約半

分に減らした業界最軽量クラスの製品を開発しま

した。DC-DCコンバータはハイブリッドカーだけ

でなく、電気自動車や燃料電池自動車等の次世代

の自動車には欠かせない装置として、今後の市場

拡大が大いに期待できるものと考えています。

● TDKの目指す姿
　以上のような取り組みをグループ一丸となって

推し進め、「電子部品業界でのグローバルリーディ

ング企業」を目指してまいります。そのためには

汎用部品からカスタム部品まで、あるいは個別部

品からモジュール・ユニットまで、という考え方で

事業を拡大し、収益の安定基盤を築く必要があり

ます。このように成長プロセスを実践するなかで、

業界平均を上回る成長を維持できる会社を目指し

てまいります。

　また、事業の拡大に力を注ぐ一方で、当社は社

会の一員であるとの自覚を常に持ち健全な企業風

土の醸成に努めます。具体的には、「よき企業市

民として法令を含む社会規範を遵守すること」を企

業倫理綱領に掲げ、グループメンバー各人に社会

の一員としてだけでなく、TDKグループメンバー

としての誇りを持った行動を求めてまいります。そ

して、株主をはじめとしたステークホルダーの皆

様から信頼される経営を進めてまいります。

　当社は今、大きな変革の時代を迎えていますが、

モノづくりのプロフェッショナルとして「創造によっ

て文化、産業に貢献する」という精神を絶えず持

ち、強固な収益基盤の構築に向けた施策を大胆か

つ適時に実施してまいります。今後の取り組みに、

どうぞご期待ください。

2009年7月

代表取締役会長
澤部　肇

代表取締役社長
上釜　健宏
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　なお、当期の配当を1株当たり130円（前期と同

額）とさせていただきました。

● 事業環境の変化への対応
　当期、当社グループを取り巻く事業環境は急激

に変化しました。すなわち、2001年のITバブル崩

壊以降、拡大の続いた電子部品需要は2008年後

半に起きた世界同時不況の影響を受け、急激に縮

小しました。この外部環境の変化を当社グループ

のあるべき姿に近づく好機と捉え、積極的に構造

改革を行いました。その具体策は①不採算製品の

終息／改善 ②拠点整理 ③人材最適配備 ④販売

費及び一般管理費の削減 の4点です。この施策を

実施した背景として、今後の世界経済を展望する

と短期的には低成長時代が続き、同時にグローバ

リゼーションの加速とエレクトロニクス産業のデジ

タル化による新興経済発展国の台頭及び大競争時

代の始まりといった非常に厳しい経営環境を想定

する必要があると認識したためです。この事業環

境の変化を見据え、素材技術とプロセス技術にこ

だわり、仕事の仕組みを根本から見直すことによ

り当社グループの収益構造を再構築し、企業価値

拡大に取り組んでまいります。

● 成長に向けた取り組み
　当社グループはコンデンサ・インダクティブデバ

イス等、創業時から培ってきた素材技術を活かし

た受動部品事業を基盤とし、当社コア技術の発展

型事業であるHDD用ヘッド・電源・二次電池等を

重ねる事業構造です。当社グループが今後も企業

価値を拡大してゆくためには、なんと言っても、

事業モデルの基礎を成す受動部品事業が盤石でな

ければなりません。EPCOSグループ買収は、ま

さにこの基盤事業強化の戦略に他なりません。こ

のような事業戦略の先に浮かび上がる当社グルー

プの将来像は、「電子部品業界におけるグルーバ

ルリーディング企業」であります。

　この将来像に一日でも早く近づくため、株主総

会のご承認をいただき、新会社を設立する予定で

す。この新会社のもとで当社グループの受動部品

事業（コンデンサ、マグネティクス、高周波部品、

センサ・アクチュエータ）とEPCOSグループとの

統合を行い、相乗効果を早期に実現してまいりま

す。この統合により当社グループとEPCOSグルー

プお互いの強みを増強し、弱みを補完することが

できると考えています。例えば製品面では、当社

グループはコンデンサ・インダクティブデバイス等、

汎用部品の世界市場でトップクラスの強みを持っ

ています。一方、EPCOSグループは顧客の製品

仕様に合わせた特別注文、いわゆるカスタム部品

を得意としています。また技術面では、当社グルー

プは電子部品を材料から開発しているため、素材

技術等に強みを持っているのに対し、EPCOSグ

ループはモジュール技術に優れた競争力を持って

います。市場分野では、当社グループがデジタル

家電・PC・自動車市場で高いプレゼンスがあるの

に対し、EPCOSグループは自動車・産業機器・通

信市場で高いシェアを持っています。さらに営業

地域では、当社グループは日本・アジア市場を得

意とし、EPCOSグループはヨーロッパに強みを

持っています。上述のとおり、両社グループは製

品・技術・顧客・地域においてお互いに補完でき
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